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研究成果の概要（和文）：本研究では、東アジア文化圏について、礼制という秩序理念に基づく宮廷が運営され
た歴史的事実を根拠とし、中国大陸・日本列島・朝鮮半島・越南地域・琉球諸島によって設定した。礼制は身分
に応じた建築・器物・衣服などの形式や意匠の規格に言及するため、物質文化と密接な関係をもつ。さらに礼制
は社会規範でありながら、社会的実情に応じた適用を前提としていたため、東アジア地域に広がり時空を超えた
普遍規範となった。すなわち東アジア宮廷工芸には、礼制に基づく共通規格とともに、各宮廷の背景にある国
家・地域・民族・時代などを反映した相異特色も現出するので、東アジア文化を相対的に検証するうえで好資料
となることを確認した。

研究成果の概要（英文）：In this study, the East Asian cultural range was set by the China mainland, 
the Japan archipelago, the Korea peninsula, the Vietnam region, and the Ryukyu islands, based on the
 historical fact that the court was operated based on the courtesy system. That system  has a close 
relationship with material culture because it refers to the styles such as construction, utensils, 
clothes, etc. according to the social status.Furthermore, although the courtesy system was a social 
standard, it was premised on its application in accordance with the social circumstances, so it 
spread to the East Asian region and became a universal standard beyond time and space.In other 
words, East Asian court crafts have a common style based on the courtesy system, as well as 
different characteristics that reflect the nation, region, ethnicity, and age behind each court. 
Based on the above, it was confirmed that East Asian court crafts are good materials for relatively 
examining East Asian culture.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は宮廷工芸を対象とするが、「もの」に現出する形式・意匠などの様式や作者・技法に関心をおいた美術
史的な観点ばかりでなく、「もの」の背景にある環境・時代・社会・生活にまで考察を及ぼす物質文化研究とし
ての観点を重んじた。物質文化研究は欧米において発達したが、必ずしも欧米式の学術理論を応用するのではな
く、東アジア宮廷の普遍規範である礼制に基づいて、東アジアの実情に即した実証的な物質文化研究の構築を試
みた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は、日本の宮廷を対象とする「宮廷工芸に関する物質文化的研究」（2010-12年度 
科学研究費補助金〔基盤研究Ｃ〕）に取り組み、また中国の北京故宮博物院、韓国の国立古宮博
物館、ベトナムのフエ宮廷博物館、首里城などの調査を通じて、日本の宮廷工芸の規格となる
宮廷礼法の知識体系（いわゆる有職）が中国において発達した礼制と密接な関係をもつことを
確認して、１．礼制は儒教的秩序理念を具現するために、宮廷工芸の様式を形成する重要な役
割を果たす。２．日本・中国・韓国・ベトナム・琉球（沖縄）の宮廷工芸には礼制に基づく共
通規格とともに、各宮廷の背景文化が反映した相異特色が見出される。という２点に強い関心
をもつに至った。本研究は、そのような関心に基づく調査を行ない、東アジアの実情に即した
実証的な物質文化研究の構築を目指した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、東アジア（日本・中国・韓国・ベトナム・琉球）の宮廷工芸（宮殿・調度・
服飾）を対象とし、東アジアの実情に即した物質文化研究を構築することにある。本研究の学術
的な特色は、東アジア文化圏を中国大陸・日本列島・朝鮮半島・越南地域・琉球諸島として設定
することにある。本研究の独創的な点は、東アジア宮廷の普遍規範である礼制と宮廷工芸の様式
との関係性に着目し、各宮廷工芸の共通規格と相異特色を相対的に検証することにある。 
例えば、従来、東アジア文化圏の枠組みで日本文化を論じるとき、歴史的に交流が盛んであっ
た中国や韓国の文化との影響関係を検証するのが一般的であった。これに対し、本研究では、諸
文化の内容を均等に論じる相対的文化史観に基づいて東アジア宮廷工芸を検証するので、日本
の宮廷文化との影響関係が希薄であるベトナムや琉球などの宮廷文化とも積極的に相対させ、
相互の共通規格や相異特色の検出に努める。 
 
３．研究の方法 
本研究は宮廷工芸を対象とするが、「もの」に現出する形式・意匠などの様式や作者・技法に
関心をおいた美術史的な観点ばかりでなく、「もの」の背景にある環境・時代・社会・生活にま
で考察を及ぼす物質文化研究としての観点を重んじた。物質文化研究は欧米において発達した
が、必ずしも欧米式の学術理論を応用するのではなく、東アジア宮廷の普遍規範である礼制に基
づいて、東アジアの実情に即した実証的な物質文化研究の構築を試みる。 本研究の研究方法は、
①記録調査、②実物資料調査、③用例調査、④総合検証の４つに大別される。上記①～④の具
体的な調査方法は下記の通り。 
 
①記録調査（文献史料における宮廷工芸に関する記事の記録分類） 
東アジア宮廷における普遍規範となった礼制は、宮廷の儀式・行事において秩序理念を具現す
るため、宮殿・調度・服飾の形式・意匠などの規格に言及していた。従って、宮廷の儀式・行事
の内容に対する理解は欠かせない。いずれの宮廷においても、儀式・行事に関する詳細な記録を
蓄積しているのが通例であり、それら文献史料の調査を通じて、宮殿・調度・服飾に関する記事
の記録分類をする。 

 
②実物資料調査（宮廷工芸の実物資料に関する形式・意匠などの様式分類） 
本調査は、現存する東アジア宮廷の宮殿・調度・服飾の実物資料を対象とし、それらの形式・
意匠などについて様式分類するものである。人間の生活にとって工芸品は不可欠であり、その形
式・意匠などには、それらを用いた人間の生活文化が必ず反映する。従って、かつて東アジア宮
廷に暮らした人々が実際に用いた「もの」を調査することは、東アジア宮廷工芸に具体的に現出
する共通規格と相異特色を検証するうえで重要である。 
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       首里城正殿御差床               フエ皇城午門 
 
 
③用例調査（絵図・伝統行事における宮廷工芸の実際用途の用例分類） 
東アジア宮廷における宮殿・調度・服飾は儀式・行事ごとの各種礼法によって用いられた。そ
れらの実際用途には特殊な作法が要求されるのが常であり、その用例調査は重要である。いずれ
の宮廷においても儀式・行事を絵図などの形式で記録することは広く行なわれており、それら絵
図資料を用いて使用状況を調査する。 
 
 

『旧儀式図画帖』における清涼殿の場景    『光緒帝大婚図冊』における天安門の場景 
 
 
④総合検証（上記①～③の総合に基づく東アジア宮廷工芸の相対的検証） 
上記①～③の諸調査は、同時並行的に進めて、文献史料・実物資料・実際用途を総合的に分析
する。そして、その総合的な分析に基づき、東アジア宮廷工芸について、礼制という普遍規範の
もとに相対的な検証を行ない、東アジア宮廷の実情に即した実証的な物質文化研究を構築する。
以上の調査や検証にあたっては、東アジアの宮廷工芸について世界各地の時代・地域・民族の工
芸品のなかで共通認識をもって比較検討しうるように、汎用性を意識した研究体系を構築する。 
 
４．研究成果 
本研究は広義の東アジア文化史研究であるが、その東アジア文化圏を中国大陸・日本列島・朝
鮮半島・越南地域・琉球諸島によって設定した。一般に東アジアというと、中国大陸・日本列島・
朝鮮半島の一帯を指すが、これは近現代的な国民国家観に依拠する地域区分である。かつて東洋
史学において、漢字文化圏という観点から、ベトナムを含めた東アジア文化圏が提示されたこと
もあるが、依然としてベトナムの美術品や工芸品については東南アジア文化圏に含む見方が強
い。また、琉球（沖縄）についても日本の一地方とされがちで、その独自文化を東アジア文化の
一角として説かれることは少ない。そのような状況のもと、本研究では、礼制という儒教的秩序
理念に基づく宮廷が運営された歴史的事実を根拠とし、上記の東アジア文化圏を設定した。 
本研究は東アジア宮廷で用いられた宮殿・調度・服飾を対象とした。東アジア文化圏の中枢に
あった中国の宮廷では儒教的秩序の維持に努め、その理念を礼制によって具現した。礼制は身分
に応じた建築・器物・衣服などの形式や意匠の規格に言及するため、物質文化と密接な関係をも
つ。さらに礼制は社会規範でありながら、社会的実情に応じた適用を前提としていたため、東ア
ジア地域に広がり時空を超えた普遍規範となった。すなわち東アジア宮廷工芸には、礼制に基づ
く共通規格とともに、各宮廷の背景にある国家・地域・民族・時代などを反映した相異特色も現
出するので、東アジア文化を相対的に検証するうえで好資料となることを確認した。 
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